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表面を研磨された 

レツドジャスパー。 

素焼きの陶板にこす 

りつけると白色の条 

痕が残る。 
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レッドジャスパー 

玉髄の一種である碧玉 

のなかで、赤色で産す 

るものをレツドジャス 

パー（赤碧玉）という。 

ガラスに似た光 

沢や脂肪のよう 

な光沢を持つ。 

紫外線ライトを照射す 

男開はないが、ハンマー ると、青白色または黄 

でたたくと貝殻状の断口 緑色の蛍光を放つ。 

を示す。 
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赤色の碧玉 

若英の微ポ話冨が集まって廠蓄な現になった「宝髄（カル 

セドニー）」のなかでも、特に織密な塊状を呈するものを 

「碧玉（ジャスパー）」という。碧玉は含まれる副成分によっ 

て灰色や暗緑色、黄色などのさまざまな色であらわれるが、 

そのうち赤色のものが「レッドジャスパー」と呼ばれる。こ 

の赤色は募鋲鉱を副成分として含有しているためで、掘り出 

されたばかりのものはくすんだ色をしているのが特徴。火山 

碧ゃ鉱脈中などに生成し、質の良いものはインドやベネズエ 

ラで産出する。 

●黄色の碧玉でつくられた 

16世紀のイタリアのポット。 

轟糾 
装飾品に加エ 

レッドジャスパーは研磨することによって光沢が 

増すため、蒼いて襲節殺にしたり、存き彫りを施し 

たカメオのブローチなどに加工される。そのほか、 

鉢ゃカップ、酒林、花瓶などにも用いられている。 

なお、構遥丙に小さな礼がたくさん空いていて液体 

が染み込みやすいという性質を利用して、色が薄い 

レッドジャスパーを濃い色に染色して価値を高める 

こともある。 
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A 南アフリ力大陸北部のギアナ高地には、川床がレッドジャスバー 

から成る川がある。ベネズェラ・カナイマ国立公園。 

主な産地 

ベネズエラ “ 

トレッドジャスパーが 

用いられた15世紀 

のイタリアの酒杯。 


